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した海域が存在する (Hashihama et al. 2009)。リン酸塩枯渇域
のヒ素およびリン動態の把握は、亜熱帯海域の生物生産のメ
カニズムを理解する上で重要であるが、研究例は著しく少な








長光路吸光光度分析にはオートアナライザ  ー (AA II, テク
ニコン) と 1 m の長光路キャピラリーセル (LWCC, WPI) を
組み合わせたシステムを用いた。本システムはリン酸塩の長




37oC、反応時間 90 分であった。 
リン酸塩濃度は還元試薬 (二亜硫酸ナトリウム－チオ硫酸











測定 (n=5) したところ、ヒ酸塩平均濃度 19 nM および 16 nM
の試料について、変動係数 (CV) はそれぞれ 11%および 13%
であった。一方、同試料のリン酸塩平均濃度は 42 nM および






ソ二硫酸カリウムで分解処理する Suzumura (2008) の方法に
従った。処理後の試料はヒ酸塩およびリン酸塩の長光路吸光
光度分析で計測し、粒状ヒ素および粒状リン濃度を求めた。 











したところ、粒状ヒ素平均濃度 2 nM の試料の CV が 15%で
あり、粒状リン平均濃度 10 nMの試料のCVは 0%であった。 
